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☆  とちゅう                                                                                                          

☆                     コード１  :０７４３     ファイル  :ｄ６         版：＊                  区分数    :０４        

☆                     表記      :途中                                                                                

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

[慣用句等]

のような  

のように  

慣用表現  

他合成語１

他合成語２

備考      ＜関＞０２＝＞０１、０４かつ０１［時間］－＞［（時間性を持つ）出来事］０４。０２＝＞０３。

[区分  ０１／０４]

表記      途（と）中（ちゅう）

意味記述  ある出来事や状況がまだ終わらずに続いているとき。

意味素性１ ＴＩＭ

用例１    彼は授業の途中に居眠りを始めた。

連体文例  作業の途中の休憩時間に、あわただしく食事する。

被連体例  仕事の途中，お話の途中，会議の途中，食事の途中，買い物の途中，試合の途中。

被連体文例

Ｓ文例    彼はまだ［宿題をしている］途中です。

Ｓト文例  

副文例    ［データを入力している］途中で機械の電源を切ってはいけません。

サ変文例  

述１文例  

述２文例１ 今は授業の途中だ。

述２文例２

述２文例３

述２文例４

異音同語  

参照語    

[区分  ０２／０４]

表記      途（と）中（ちゅう）

意味記述  移動の目標にまだ至らないところにある場所。

意味素性１ ＬＯＣ

用例１    銀行は駅に行く途中にある。

連体文例  家族が入院しているので、途中の病院に寄ってから出勤する毎日だ。



被連体例  砂漠の途中，小田急線の途中。

被連体文例

Ｓ文例    銀行は［駅に行く］途中にある。

Ｓト文例  

副文例    

サ変文例  

述１文例  

述２文例１ 銀行はこの道の途中だ。

述２文例２

述２文例３ この道の途中は銀行だ。

述２文例４ この道は途中が銀行だ。

異音同語  

参照語    

[区分  ０３／０４]

表記      途（と）中（ちゅう）

意味記述  あるものの、先頭と最後にはさまれた、間の部分。

意味素性１ ＰＨＡ

用例１    本の途中を飛ばして読む。

意味素性２ ＳＰＡ

用例２    文の途中に空白を入れてはならない。

連体文例  

被連体例  第３章の途中，文の途中，行の途中。

被連体文例

Ｓ文例    

Ｓト文例  

副文例    

サ変文例  

述１文例  

述２文例１ その一節はこの章の途中だ。

述２文例２

述２文例３

述２文例４ この章は途中がその一節だ。

異音同語  

参照語    

[区分  ０４／０４]

表記      途（と）中（ちゅう）

意味記述  物事が、まだ完成に至っていない状態。

意味素性１ ＳＴＡ



用例１    彼は仕事を途中で放り出した。

連体文例  途中の仕事が山ほど残っている。

被連体例  

被連体文例

Ｓ文例    

Ｓト文例  

副文例    

サ変文例  

述１文例  その仕事は途中だ。

述２文例１ その仕事は交渉の途中だ。

述２文例２

述２文例３

述２文例４

異音同語  

参照語    

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊  とちゅう                                                                                                          

＊                                                           区分番号  :０１／０４        素性数    :１               

＊ 表記      :途（と）中（ちゅう）                                                                                    

＊ 意味記述  :ある出来事や状況がまだ終わらずに続いているとき。                                                        

＊ 意味素性１:ＴＩＭ      用例１    :彼は授業の途中に居眠りを始めた。                                                 

＊ 連体文例                         :作業の途中の休憩時間に、あわただしく食事する。                                   

＊ Ｓ文例                           :彼はまだ［宿題をしている］途中です。                                             

＊ 副文例                           :［データを入力している］途中で機械の電源を切ってはいけません。                   

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

[意味情報  １／１]

素性      ＴＩＭ

関連｜同義

関連｜類義

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４

助数詞    

[項の用法  １／１]

動詞｜ガ  

動詞｜ヲ  



動詞｜ニ  ガ│（会議の／食事の／…）★│ニ／カラ│始まる。

          ガ│（会議の／買い物の／…）★│ニ／デ│終わる，やむ。

          ガ，ヲ│（会議の／授業の／…）★│ニ／カラ│始める，開始する。

          ガ，ヲ│（会議の／審議の／…）★│ニ／デ│終える，やめる。

          ガ│（授業の／試合の／…）★│ニ／テ│休憩する，居眠りする。

動詞｜他  ガ│（冬眠の／夢の／…）★│デ│目覚める，凍死する，目が｜覚める。

          ガ，ヲ│★│デ│裏返す，ひっくり返す。

動詞｜副ニ

形容｜ガ  

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  

名詞｜ニ  

名詞｜他  

[連体用法]

NP0ノ     －の休憩時間。

NP0ナ     ×

NP0ノ／ナ ×

連体文例  作業の途中の休憩時間に、あわただしく食事する。

[連体被修飾用法１]

ノNP0     ＜内容＞［ＡＣＴ｜ＰＲＣ｜…］仕事の－，話の－，会議の－，電話の－，作業の－，交渉の－，出張の－，食

事の－，買い物の－，試合の－，旅行の－。

ノNP0補   

～ノNP0   

他NP0     

被連体文例

[連体被修飾用法２]

Ｓ平叙  ～る

Ｓ文例  彼はまだ［宿題をしている］途中です。

        今はまだ［データの入力が行われている］途中だ。

Ｓト平叙

Ｓト疑問

Ｓト文例

副平叙  ～る

副文例  ［データを入力している］途中で機械の電源を切ってはいけません。

        ［家に帰る］途中で忘れ物に気がついた。



        太郎は、［病院に運ばれる］途中、内臓出血で死亡した。

        ［データの入力が行われている］途中で電源を切ってはいけません。

[述語用法２]

NPｘ素性  ＰＩＴ

NPｘ名詞句 今

NPｙ素性  ＡＣＴ／ＥＶＥ

NPｙ名詞句 食事，仕事／試合，授業

文型１    ○　ＮＰｘガ　ＮＰｙノ　ＮＰ０ダ

文例１    今は授業の途中だ。

文型２    ×

文例２    

文型３    △　ＮＰｙノ　ＮＰ０ガ　ＮＰｘダ

文例３    授業の途中は今だ。

文型４    ×

文例４    

[形態情報  １／１]

合成語要素 とちゅう

要素表記  途（と）中（ちゅう）

補足      

合成｜名前 －計時，－経過，－解約，－入学，－放棄，－休場，－段階

合成｜名後 避難－，競技－，印刷－，工事－，加熱－，任期－，本番－，実験－，建設－，入力－，帰港－，登校－，帰

宅－，下山－，通勤－，通学－，コース－，落下－

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  －φ

合成｜他  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊  とちゅう                                                                                                          

＊                                                           区分番号  :０２／０４        素性数    :１               

＊ 表記      :途（と）中（ちゅう）                                                                                    

＊ 意味記述  :移動の目標にまだ至らないところにある場所。                                                              

＊ 意味素性１:ＬＯＣ      用例１    :銀行は駅に行く途中にある。                                                       

＊ 連体文例                         :家族が入院しているので、途中の病院に寄ってから出勤する毎日だ。                   

＊ Ｓ文例                           :銀行は［駅に行く］途中にある。                                                   

＊ 述２文例４                       :この道は途中が銀行だ。                                                           

＊ 述２文例４                       :この道は途中が銀行だ。                                                           

＊ 述２文例４                       :この道は途中が銀行だ。                                                           



＊ 述２文例４                       :この道は途中が銀行だ。                                                           

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

[意味情報  １／１]

素性      ＬＯＣ

関連｜同義

関連｜類義

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４

助数詞    

[項の用法  １／１]

動詞｜ガ  

動詞｜ヲ  

動詞｜ニ  ガ│（市内への／参道の／…）★│ニ│ある，ない。

          ガ│（散歩道の／参道の／…）★│ニ│いる，いない。

          ガ│（廊下の／参道の／コースの／…）★│ニ│立っている，見られる。

          ガ，ヲ│（散歩道の／コースの／…）★│ニ│用意する，準備する，置く，据える，立てる，放置する。

動詞｜他  ガ│（行きの／…）★│デ│渋滞する，道に｜迷う。

          ガ│（流れの／…）★│カラ│分かれる，合流する，急に｜なる。

動詞｜副ニ

形容｜ガ  

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  │（東名自動車道の／…）★│ガ│通行止めだ，渋滞だ，一車線だ。

名詞｜ニ  

名詞｜他  

[連体用法]

NP0ノ     －の駅，－の目印，－の道標，－の松の木，－の病院。

NP0ナ     ×

NP0ノ／ナ ×

連体文例  家族が入院しているので、途中の病院に寄ってから出勤する毎日だ。

[連体被修飾用法１]

ノNP0     ＜全体部分＞［ＬＯＣ｜ＣＯＮ｜…］砂漠の－，小田急線の－，ＡからＢへの道の－。

ノNP0補   



～ノNP0   

他NP0     

被連体文例

[連体被修飾用法２]

Ｓ平叙  ～る

Ｓ文例  銀行は［駅に行く］途中にある。

Ｓト平叙

Ｓト疑問

Ｓト文例

副平叙  

副文例  

備考    ［Ｓ］中に主語はあらわれない。

[述語用法２]

NPｘ素性  ＣＯＮ

NPｘ名詞句 銀行，その駅

NPｙ素性  ＬＯＣ

NPｙ名詞句 この道，帰路

文型１    ○　ＮＰｘガ　ＮＰｙノ　ＮＰ０ダ

文例１    銀行はこの道の途中だ。

文型２    △　ＮＰｙガ　ＮＰｘガ　ＮＰ０ダ

文例２    この道は銀行が途中だ。

文型３    ○　ＮＰｙノ　ＮＰ０ガ　ＮＰｘダ

文例３    この道の途中は銀行だ。

文型４    ○　ＮＰｙガ　ＮＰ０ガ　ＮＰｘダ

文例４    この道は途中が銀行だ。

[形態情報  １／１]

合成語要素 とちゅう

要素表記  途（と）中（ちゅう）

補足      

合成｜名前 －下車，－駅

合成｜名後 コース－，登校－，帰宅－，下山－，通勤－，通学－

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  

合成｜他  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



＊  とちゅう                                                                                                          

＊                                                           区分番号  :０３／０４        素性数    :２               

＊ 表記      :途（と）中（ちゅう）                                                                                    

＊ 意味記述  :あるものの、先頭と最後にはさまれた、間の部分。                                                          

＊ 意味素性１:ＰＨＡ      用例１    :本の途中を飛ばして読む。                                                         

＊ 意味素性２:ＳＰＡ      用例２    :文の途中に空白を入れてはならない。                                               

＊ 述２文例４                       :この章は途中がその一節だ。                                                       

＊ 述２文例４                       :この章は途中がその一節だ。                                                       

＊ 述２文例４                       :この章は途中がその一節だ。                                                       

＊ 述２文例４                       :この章は途中がその一節だ。                                                       

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

[意味情報  １／２]

素性      ＰＨＡ

関連｜同義

関連｜類義

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４

助数詞    

[項の用法  １／２]

動詞｜ガ  │（セリフの／文の／…）★│ガ│抜ける，落ちる。

動詞｜ヲ  ガ│★│ヲ│抜かす，落とす，飛ばす。

動詞｜ニ  ガ│（文の／段落の／…）★│ニ／ト│なる。

          ガ，ヲ│（文の／行の／…）★│ニ／ト│する。

動詞｜他  ガ│（話の／行の／…）★│カラ│始まる。

          ガ，ヲ│★│カラ│始める。

動詞｜副ニ

形容｜ガ  

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  

名詞｜ニ  

名詞｜他  

[意味情報  ２／２]

素性      ＳＰＡ



関連｜同義

関連｜類義

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４

助数詞    

[項の用法  ２／２]

動詞｜ガ  

動詞｜ヲ  

動詞｜ニ  ガ│（第３章の／映画の／…）★│ニ│ある，ない。

          ガ│（文の／行の／…）★│ニ│割り込む，入る。

          ガ，ヲ│（前の段落の／文の／…）★│ニ│入れる，差し入れる，置く，持ってくる。

          ガ，ヲ│（言葉の／文の／…）★│ニ│用いる，使う。

動詞｜他  ガ│（文の／センテンスの／…）★│デ│切る。

動詞｜副ニ

形容｜ガ  

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  

名詞｜ニ  

名詞｜他  

[連体用法]

NP0ノ     

NP0ナ     ×

NP0ノ／ナ ×

連体文例  

[連体被修飾用法１]

ノNP0     ＜全体部分＞本の－，文の－。

ノNP0補   

～ノNP0   

他NP0     

被連体文例

[述語用法２]

NPｘ素性  ＩＮＦ



NPｘ名詞句 その句，その一節

NPｙ素性  ＳＰＡ

NPｙ名詞句 この章，この本，この小説

文型１    ○　ＮＰｘガ　ＮＰｙノ　ＮＰ０ダ

文例１    その一節はこの章の途中だ。

文型２    ×

文例２    

文型３    △　ＮＰｙノ　ＮＰ０ガ　ＮＰｘダ

文例３    この章の途中はその一節だ。

文型４    ○　ＮＰｙガ　ＮＰ０ガ　ＮＰｘダ

文例４    この章は途中がその一節だ。

[形態情報  １／１]

合成語要素 とちゅう

要素表記  途（と）中（ちゅう）

補足      

合成｜名前

合成｜名後

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  

合成｜他  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊  とちゅう                                                                                                          

＊                                                           区分番号  :０４／０４        素性数    :１               

＊ 表記      :途（と）中（ちゅう）                                                                                    

＊ 意味記述  :物事が、まだ完成に至っていない状態。                                                                    

＊ 意味素性１:ＳＴＡ      用例１    :彼は仕事を途中で放り出した。                                                     

＊ 連体文例                         :途中の仕事が山ほど残っている。                                                   

＊ 述１文例                         :その仕事は途中だ。                                                               

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

[意味情報  １／１]

素性      ＳＴＡ

関連｜同義

関連｜類義 中途

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３



関連｜対４

助数詞    

[項の用法  １／１]

動詞｜ガ  

動詞｜ヲ  

動詞｜ニ  （仕事）ガ│★│ニ│なる。

          ガ，（仕事）ヲ│★│ニ│する。

動詞｜他  （企画）ガ│★│デ│流れる，途切れる，立ち消えに｜なる。

          ガ，ヲ│★│デ│やめる，放り出す，諦める，放棄する，切り上げる。

動詞｜副ニ

形容｜ガ  

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  

名詞｜ニ  

名詞｜他  

[連体用法]

NP0ノ     －の仕事，－の段階。

NP0ナ     ×

NP0ノ／ナ ×

連体文例  途中の仕事が山ほど残っている。

[連体被修飾用法１]

ノNP0     ＜内容＞［ＡＣＴ｜ＰＲＣ｜…］作業の－，交渉の－，加工の－。

ノNP0補   

～ノNP0   

他NP0     

被連体文例

[述語用法１  １／１]

文型      ＮＰ１ガ　ＮＰ０ダ

格形式１  ガ

意味素性１ ＡＣＴ

名詞句１  その仕事，勉強

ノNP0１   ×

文例      その仕事は途中だ。

副詞      



[述語用法２]

NPｘ素性  ＨＵＭ／ＯＲＧ／ＡＣＴ

NPｘ名詞句 彼ら／そのチーム／仕事

NPｙ素性  ＥＶＥ／ＡＣＴ

NPｙ名詞句 会議，試合／仕事，食事，交渉

文型１    ○　ＮＰｘガ　ＮＰｙノ　ＮＰ０ダ

文例１    その仕事は交渉の途中だ。

文型２    ×

文例２    

文型３    △　ＮＰｙノ　ＮＰ０ガ　ＮＰｘダ

文例３    交渉の途中はその仕事だ。

文型４    ×

文例４    

[形態情報  １／１]

合成語要素 とちゅう

要素表記  途（と）中（ちゅう）

補足      

合成｜名前 －放棄

合成｜名後

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  －φ

合成｜他  


